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融人民塑｜ 即l部79 受験日1者6~付制田4者2数看護学科 80 
衛生技術学科 40 
理学療法学科 20 166 134 
作業療法学科 20 89 74 








































































































































































































































































について（昭57. 5 . 28答申）
〔4〕大学院 ・研究科の目的 ・性格及び整備 ・充実
のための基本的方針（昭56. 1 . 16中問答申）
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私たちは，用語を厳密にとって， 1) 不安 ・苦
悶 ・焦燥など在来の神経症やうつ病にみられる症
状が前景に出ていない，2) その他の精神，身体
疾患でない，特に精神分裂病ではない， 3) 長期
にわたる本業からの離脱， 4) 本業に参与したい
ができない，つまり怠業でない，という意味に限
ってアパシーを考えたし、。結局のところ，大学生
であるにせよ，社会人であるにせよ， Walters
巨3ヨ
大橋 I盗窟（本学名誉教J受・経済学博士）
3月II日逝去， 71歳。本学経済学部卒。昭和40年本学
経済学部教授就任，同50年退官。その閉経済学部長（昭
和41年～42年）， 評議員（昭和42年～44年）を歴任。専門
は統計学。
載している。 。
理論的な問題はさておき，事実としてこの種の
神経症が増えつつあるのは何によるのであろう
か。生活水準の上昇，高学歴社会，傑出人の生ま
れにくい社会など，間接的には種々の社会状況が
問題にされる。もとより一義的に原因を規定する
ことは不可能であろ う。 個人的にこの人たちに対
処するには，本業からの離脱を心理社会的モラト
リアム（猶予期間）とみなしてゆくことの重要性
が指摘されている。私たちの経験によれば，アパ
シーの人たちが心やさしい人々であることは碓か
である。このような人々が，本業のうちで強さと
やさしさの両面を養いながら生きてゆく機会は，
だんだんと少なくなってきているのではなかろ う
か，と考えさせられている日々である。
（保健管理センタ一 三好暁光）
松本市 （ーウイノレス研究所教担 ・医学問士）
3月13日逝去， 59歳。本学医学部卒。 l昭和37年本学ウ
イノレス研究所教授就任，同55年からウイノレス研究所長を
併任。専門はウイノレス学，病理学。
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